
秋季全国火災予防運動

市長への手紙・FAX・電子メール

中学生サンブルーノ訪問団募集

— 14
— 20

— 29

主な内容成田生まれの函館育ち
　かつて成田で運行されていた成宗電車を復元し、
函館市を走る「箱館ハイカラ號

ごう

」。「チンチン」という
合図も高らかに、成田出身の名物電車が今も北の地
で活躍しています。（9月10日・北海道函館市内で）
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時
は
明
治
。

東
京
―
成
田
間
を
結
ぶ
鉄
道
の
開
通
で
活
況
を
呈
す

る
成
田
で
、
小
さ
な
電
車
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。

成
田
と
宗
吾
を
結
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を

「
成
宗
電
車
」
。
成
田
駅
を
中
心
に
、
新
勝
寺
・
宗

吾
霊
堂
と
い
う
二
つ
の
霊
場
を
結
び
、
多
く
の
参
詣

客
の
足
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
開
通
し
た
、
千

葉
県
最
初
の
電
車
で
す
。

地
元
で
の
反
対
運
動
や
2
度
の
世
界
大
戦
の
勃ぼ
っ

発ぱ
つ

な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
な
が
ら
、

35
年
に
渡
っ
て
成
田
の
街
を
走
り
続
け
た
成
宗
電
車

が
生
ま
れ
て
か
ら
一
世
紀
。

今
に
至
る
そ
の
軌
跡
を
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

権現山付近を走る成宗電車（明治期・今井正治さん所蔵）

特
集
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1

新
勝
寺
と
宗
吾
霊
堂
を 

東
西
に
結
ぶ

　

成
宗
電
車
の
開
通
は
、
明
治
43
年
。

そ
の
軌
道
は
、
成
田
山
新
勝
寺
と
宗
吾

霊
堂
を
東
西
に
結
ぶ
形
で
敷
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
通
当
初
の
軌
道
は
、
全
線
複
線
。

電
車
は
成
田
駅
前
と
成
田
山
門
前
・
宗

吾
を
そ
れ
ぞ
れ
往
復
す
る
形
で
運
行
さ

れ
、
軌
道
の
両
端
に
あ
た
る
成
田
山
門

前
と
宗
吾
を
直
通
で
結
ぶ
電
車
は
走
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
両
の
運
行
は
、

お
よ
そ
5
〜
15
分
間
隔
で
行
わ
れ
、
始

発
と
終
電
以
外
は
特
に
時
刻
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
利
用
客
数
な
ど
の
状
況

に
応
じ
て
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

開
業
当
時
の
停
留
所
は
、
成
田
山
門

前
、
幼
稚
園
下
、
成
田
駅
前
、
論
田
、

新
田
、
大
袋
、
宗
吾
の
7
カ
所
。
停
留

所
を
発
車
す
る
際
の
合
図
や
警
笛
の
音

か
ら
、
成
宗
電
車
は
「
チ
ン
チ
ン
電

車
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
軌
道
敷
は
現
在
、
市
道
や

住
宅
地
に
そ
の
姿
を
変
え
て
お
り
、
時

の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
痕
跡
も
失
わ
れ 霊

場
に
開
か
れ
し
道

S E I S O U

第一章

電車道を走る観光循環バス

レンガ造りのトンネルが
当時の姿を残す“電車道”
　京成成田駅から新勝寺総門前に至る市道は、成宗電
車の軌道敷をそのまま道路に転用したことから「電車道」の
愛称で親しまれ、多くの人に利用されています。軌道敷設
の際に建設されたトンネルが原型をとどめて利用されるな
ど、当時の面影が色濃く残るこの道には、成宗電車をモ
チーフにデザインされた市営の観光循環バスも運行されて
おり、沿道を歩く人の目を楽しませています。

1

成田山門前停留所周辺（成田山霊光館提供）

重さ＝6.35トン
最大幅＝2,287ミリ
最大長＝7,930ミリ
レール幅＝1,372ミリ
定員＝40人

車両の概要

乗降口のドアがないオープンデッキ

波型模様の飾りが施
された二重屋根

滑車が回転し、架線
に接していた集電装
置（トロリーポール）
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1

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
注
意

し
て
観
察
し
て
み
る
と
、
今
も
そ
こ
こ

こ
に
、
か
つ
て
電
車
が
通
っ
て
い
た
こ

ろ
の
面
影
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土中にひっそりと眠る
“第三のトンネル”
　電車道に残る二つのトンネルのほか
に、成宗電車の軌道下には「第三のトン
ネル」が存在しました。これは、人が通行
するために造られたトンネルで、成宗電
車がこの上を通過。路線廃止後も利用
されていましたが、宅地造成工事により
土中に埋められました。現在は、車が頻
繁に行き来する県道の下で、レンガ造り
のアーチが一部、土と雑草の間から顔を
のぞかせています。

今も変わらぬ景色は
かつて交差した路線の名残り
　論田と新田の間で、成宗電車の軌道
と成田鉄道（現在のJR成田線）の線路は、
前者が後者の下をくぐる形で交差していま
した。成宗電車の軌道跡に敷設された市
道がJR成田線のガード下を通っているこ
の場所は、現在も当時の地形的な特徴を
とどめています。

木立の中に横たわる
かつての電車の通り道
　成宗電車の軌道は、宗吾方面へ向けて並
走していた道路と交差し、大袋の停留所付近
で、その南側へ反れるように敷設されていまし
た。現在、大袋─宗吾間の軌道跡はそのほと
んどが住宅地に姿を変えていますが、ここには
電車を通すために作られた切り通しがそのまま
残されています。

今もかろうじてトンネルのアーチを確認
することができる

木々に覆われ私有地へと続く切り通し

軌道敷の跡地は現在は市道として利用されている

2

4

3

宗吾停留所周辺（竹村昌子さん提供）

（「成田の歴史アルバム」より）

特集
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発
展
と
衝
突
の
果
て
に

S E I S O U

第二章

成
田
に
及
ん
だ 

交
通
革
命
の
波

　

成
田
参
詣
。

　

江
戸
時
代
に
端
を
発
す
る
、
成
田
山

新
勝
寺
へ
の
個
人
参
詣
は
、
明
治
期
に

お
け
る
成
田
へ
の
鉄
道
乗
り
入
れ
に

よ
っ
て
、
そ
の
規
模
に
劇
的
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
遠
方
か
ら
成
田
へ
の
移

動
に
は
馬
車
が
利
用
さ
れ
る
の
が
一
般

的
で
あ
り
、
東
京
か
ら
の
参
詣
に
も
宿

泊
を
要
す
る
こ
と
が
通
常
で
し
た
。
し 

か
し
明
治
30
年
、
佐
倉
―
成
田
間
の
成 

田
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
本
所（
現
在
の

錦
糸
町
）と
成
田
が
片
道
お
よ
そ
2
時

間
で
結
ば
れ
、
東
京
か
ら
日
帰
り
で
の

成
田
参
詣
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

所
要
時
間
の
面
で
参
詣
が
容
易
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
成
田
を
訪
れ
る
人

の
数
は
劇
的
に
増
加
。「
千
葉
県
統
計

書
」
に
よ
る
明
治
36
年
度
の
成
田
駅
の

年
間
乗
降
客
数
は
53
万
3
、
4
6
8
人

を
数
え
、
千
葉
駅
の
48
万
2
、
9
3
5

人
を
抜
い
て
県
下
随
一
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
成
宗
電
車
開
設
の
発
起

人
た
ち
が
目
を
付
け
た
の
は
、
成
田
駅

か
ら
、
参
詣
客
の
目
的
地
と
な
る
新
勝

寺
に
至
る
約
1
㎞
の
参
道
の
存
在
で
し

た
。

　

鉄
道
の
運
行
が
各
地
で
商
業
的
な
成

功
に
結
び
付
い
て
い
た
当
時
、
彼
ら
は
、

急
な
勾こ

う
配ば

い
を
含
む
こ
の
区
間
に
お
け
る

電
車
の
需
要
を
見
込
み
、
さ
ら
に
宗
吾

霊
堂
ま
で
路
線
を
延
ば
し
て
成
田
を
訪

れ
る
参
詣
客
を
一
気
に
輸
送
し
よ
う
と

い
う
計
画
を
立
案
。
明
治
41
年
に
成
宗

電
気
軌
道
を
創
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
軌
道
敷
設
計
画
は
、

参
道
で
生
業
を
営
ん
で
い
る
地
元
民
か

ら
の
強
力
な
反
対
運
動
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

電車開通当初の成田駅前停留所（明治43年・「成
田の歴史アルバム」より）

開業を祝う花電車。成田山門前駅は万国旗で飾られている（明治43年・「成田の歴史アルバム」より）
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ら
門
前
ま
で
の
往
来
が
減
少
す
る
こ
と

を
懸
念
し
た
旅
館
・
土
産
物
屋
・
料
理

屋
の
経
営
者
た
ち
も
、
電
車
の
開
通
に

対
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
じ
町
内
で
も
、
車
夫
た

ち
に
同
調
す
る
花
崎
町
・
上
町
・
幸

町
・
仲
町
の
「
上
の
四
町
」
に
対
し
、

田
町
・
本
町
・
東
町
の
「
下
の
三
町
」

は
、
交
通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と

へ
の
期
待
か
ら
電
車
開
通
を
歓
迎
。
立

場
の
違
い
か
ら
意
見
が
衝
突
し
、
と
き

に
は
乱
闘
騒
ぎ
が
起
こ
る
ほ
ど
の
対
立

と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
初
の
電
車
と
し
て 

順
調
に
運
行

　

地
元
か
ら
の
根
強
い
反
対
運
動
に

遭
っ
た
成
宗
電
車
は
、
参
道
に
軌
道
を

敷
設
し
よ
う
と
い
う
当
初
の
計
画
を
変

更
。
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
、
市

街
を
迂う

回か
い
し
て
門
前
に
至
る
コ
ー
ス
が

造
成
さ
れ
、
明
治
43
年
に
開
通
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
後
に
京
成
電
気
軌
道（
現

在
の
京
成
電
鉄
）が
東
京
か
ら
江
戸
川

を
越
え
て
軌
道
を
敷
設
す
る
4
年
前
に

当
た
り
、
千
葉
県
最
初
の
電
車
と
し
て

運
行
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
運
輸
状
況
概
し
て
良
好
」
と
明
治

45
年
度
の
営
業
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、

電
車
開
通
当
初
の
事
業
は
順
調
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
成
宗
電
気
軌
道
は
、
電
車
へ

の
送
電
を
目
的
と
し
て
建
設
し
た
火
力

発
電
所
か
ら
の
電
力
を
一
般
家
庭
に

も
供
給
し
、
従
来
の
ガ
ス
灯
か
ら
電
灯

へ
の
交
換
を
促
進
。
大
規
模
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
が
成
田
に
も
た
ら
さ
れ
、

大
正
2
年
以
降
は
そ
の
供
給
区
域
が
拡

大
さ
れ
る
な
ど
、
電
力
事
業
も
堅
調
を

維
持
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
伴
う

炭
価
上
昇
、
関
東
大
震
災
の
影
響
に
よ

る
利
用
者
数
の
減
少
と
い
っ
た
外
的

要
因
に
よ
り
業
績
が
低
迷
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
も
の
の
、
長
期
的
に
は
安
定
し

た
会
社
経
営
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
治
41
年
11
月　

�

東
京
市
で
創
立
総
会
が
開
か
れ
成
宗
電
気
軌
道
株
式
会
社

創
立

明
治
43
年
4
月　

軌
道
敷
設
工
事
を
開
始（
請
負
は
東
京
の
野
村
組
）

　
　
　
　

9
月　

�

宗
吾
霊
堂
の
野
村
組
飯
場
か
ら
出
火
。
霊
堂
や
門
前
町
を

焼
失

　
　
　
　

12
月　

成
田
駅
前
―
成
田
山
門
前
が
開
通

明
治
44
年
1
月　

全
線
が
開
通

大
正
5
年
6
月　

社
名
を
成
田
電
気
軌
道
株
式
会
社
に
変
更

大
正
6
年　
　
　

創
業
以
来
初
め
て
年
4
分
の
配
当
を
行
う

大
正
7
年　
　
　

�

車
両
9
両
を
売
却（
内
訳
は
函
館
水
電
に
5
両
、
阪
神
急

行
電
鉄
に
4
両
）。
保
有
車
両
数
6
両
に

大
正
8
年
1
月　

成
田
駅
前
―
宗
吾
間
を
単
線
化

大
正
10
年
11
月　

東
京
市
電
か
ら
電
車
3
両
を
購
入
。
保
有
車
両
数
9
両
に

大
正
13
年
12
月　

帝
国
電
灯
に
電
灯
・
電
力
事
業
を
譲
渡

大
正
14
年
5
月　

�

京
成
電
気
軌
道
の
資
本
系
列
に
入
る

昭
和
2
年
5
月　

�

千
葉
県
営
軽
便
鉄
道
の
多
古
線
と
八
街
線
の
払
い
下
げ
を

受
け
社
名
を
成
田
鉄
道
株
式
会
社
に
変
更

昭
和
6
年
5
月　

京
成
電
車
前
停
留
所
を
新
設

昭
和
19
年
12
月　

�

軍
の
命
令
で
全
線
廃
止
。
9
両
の
車
両
は
横
浜
市
電
で
解

体

成
田
の
街
を
二
分
し
た 

反
対
運
動

　

成
宗
電
気
軌
道
創
立
当
時
、
成
田
駅

と
新
勝
寺
を
結
ぶ
参
道
に
は
、
お
よ
そ

1
5
0
台
の
人
力
車
が
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
。
電
車
の
開
通
に
よ
っ
て
生
業

に
甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
と
の
危
機
感
か

ら
、
軌
道
敷
設
に
対
す
る
反
対
運
動
の

急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
、
そ
の
車
夫
た

ち
で
し
た
。

　

ま
た
、
電
車
の
開
通
に
よ
っ
て
駅
か成田町字松原（現在の東町）に建設された火力発電所（明治43年ごろ・「成田の歴史アルバム」より）

成
宗
電
車
年
表
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乗
っ
取
り
を
画
策
。
地
元
資
本
で
は
経

営
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
力
を
欠
い

た
こ
と
か
ら
、
東
京
の
資
本
家
に
経
営

権
の
買
い
取
り
を
働
き
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
経
営
権
を
手
に
入
れ

た
資
本
家
た
ち
の
目
的
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
影
響
で
値
上
が
り
し
て
い

た
鉄
を
確
保
し
、
そ
れ
を
売
却
す
る
こ

と
で
高
い
利
益
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
会
社
が
保
有
す
る

全
て
の
軌
道
・
車
両
を
売
却
す
る
た
め
、

全
線
廃
止
を
国
に
申
請
。
成
田
の
地
に

定
着
し
、
代
替
の
公
共
交
通
機
関
が
存

在
し
な
い
地
域
で
生
活
の
足
と
な
っ
て

い
た
成
宗
電
車
を
必
要
不
可
欠
と
し
て

い
る
人
々
に
動
揺
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

結
局
、
成
宗
電
車
の
公
共
性
を
理
由

に
千
葉
県
知
事
か
ら
路
線
廃
止
に
反
対

す
る
旨
の
副
申
が
な
さ
れ
、
営
業
廃
止

申
請
は
不
許
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
を
受
け
た
会
社
側
は
、
保

有
す
る
15
両
の
車
両
の
内
5
両
を
函
館

水
電
へ
、
4
両
を
阪
神
急
行
電
鉄
に
そ

れ
ぞ
れ
売
却
。
さ
ら
に
軌
道
の
一
部
も

売
却
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
成
田
駅
前
―

宗
吾
間
は
単
線
と
し
て
運
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

軍
令
に
よ
り 

廃
線
に

　

年
号
が
昭
和
に
変
わ
っ
て
か
ら
も
路

線
撤
廃
運
動
は
続
き
、
地
元
の
意
向
を

受
け
た
成
田
町
長
は
、
昭
和
12
・
14
年

の
二
度
に
渡
っ
て
鉄
道
大
臣
あ
て
に
廃

止
請
願
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

請
願
書
は
、
昭
和
初
期
に
入
っ
て
商

業
的
成
功
例
が
報
告
さ
れ
始
め
た
バ
ス

の
存
在
を
路
線
撤
廃
の
理
由
と
し
て
挙

げ
、
狭
い
参
道
を
歩
く
人
の
間
を
、
縫

う
よ
う
に
バ
ス
が
走
る
こ
と
の
危
険
性

を
指
摘
。
代
替
の
バ
ス
路
線
を
確
保
す

る
た
め
に
、
成
宗
電
車
の
軌
道
を
廃
止

す
る
よ
う
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
は
日
中
戦
争
の
直

中
で
あ
り
、
国
内
で
は
ガ
ソ
リ
ン
事
情

が
悪
化
。
鉄
道
の
効
用
が
見
直
さ
れ
て

い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、

路
線
撤
廃
は
未
認
可
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
激
化
し
、
資
材
不

足
が
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
、
地
方
の
閑

散
な
鉄
道
や
遊
覧
的
色
彩
の
強
い
鉄
道

は
、
政
府
か
ら
一
方
的
に
撤
去
を
命
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

成
宗
電
車
も
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
、

昭
和
19
年
12
月
10
日
限
り
で
業
務
を
停

止
。
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
と

い
う
難
工
事
の
末
に
開
業
し
、
地
元
か

ら
の
根
強
い
反
対
運
動
と
向
き
合
っ
て

操
業
を
続
け
た
成
宗
電
車
で
す
が
、
思

い
が
け
な
い
形
で
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

単
線
化
と 

車
両
の
売
却

　

大
正
初
頭
、
成
宗
電
気
軌
道
で
は
、

大
株
主
の
別
事
業
失
敗
に
伴
う
株
式
譲

渡
、
そ
の
後
を
引
き
受
け
た
銀
行
の
破は

綻た
ん

な
ど
、
会
社
経
営
の
混
乱
が
続
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
乗
じ
、
路
線
廃
止
運
動

を
続
け
て
い
た
成
田
の
人
々
が
経
営
の

廃線後、横浜市交通局
に引き取られ、生麦車
庫で解体を待つ成宗電
車（昭和21年・白井昭さ
ん所蔵）

売却され、函館で運行される車両。昭和11年まで、客車として使用されていた（大正末期・白土貞夫さん所蔵）

単線化された軌道。写真右上が現在の赤坂消防署公津
分署付近（出山隆さん所蔵）
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クラス全員が電車の廃止に反対
林 盈六さん（我孫子市）

　昭和12年、当時わたしは本町に住んでいたのですが、交
通事情の改善のために成宗電車の軌道を道路に造り替え、
電車の代わりにバスを走らせようという運動が街中で盛んでし
た。わたしの通っていた成田小学校のクラスでも、そのことを
テーマに学級会で討論しましたが、担任の先生の音頭で決を
取ったら、クラス全員が「成宗電車の廃止に反対」という意見
で一致しました。その後も中学校への通学に利用したり、車
掌として働くようになった同級生と顔を合わせたりと、沿線に
住んでいた私にとっては、とても思い出深い電車です。

チンチン電車とわたし

通学に利用して、しかられたことも
飯嶋 國扶さん（飯田町）

　今では公津地区の風景もすっかり変わってしまいましたが、
新田から大袋までは民家もほとんど建っていなくて、成宗電
車が畑と雑木林の間を走っているような感じでしたね。わたし
が電車を利用したのは、公津小学校への通学時。学校から
は利用が禁止されていましたが、遅刻しそうになったとき、門
限に遅れまいとつい乗ってしまったことがありました。それを、
自転車で通勤途中だった先生に目撃されましてね。怒られて
校門の前に立たされたのも、今では懐かしい思い出です。

全車両が宗吾の停車場に
出山 隆さん（宗吾）

　桜の季節は大勢の人が成宗電車でやってきて、宗吾霊堂
の周辺は大変なにぎわいでした。当時、車両は全部で9両と
聞いていましたが、1両ずつの運行では運び切れなくて、全
ての車両がいっせいに宗吾へ乗り付けたこともありました。当
然、ほとんどの車両は停車場に入り切れず、手前で降ろされ
た乗客は、表の道路へ出るのに、わたしの家など他人の敷
地を通り抜けていました。今思えば、あの頃は電車も人もお
おらかで、いい時代だったね。

特集
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北の地でふたたびS E I S O U

第三章

熱
い
思
い
が
実
を
結
び 

よ
み
が
えっ
た
成
宗
電
車

　

大
正
7
年
、
成
宗
電
車
を
運
営
し
て

い
た
成
田
電
気
軌
道
は
、
保
有
す
る
車

両
の
内
5
両
を
北
海
道
の
函
館
水
電
に

売
却
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
4
台
は
、
昭
和
9
年
の
函
館

の
大
火
で
焼
失
。
残
っ
た
1
両
が
昭
和

11
年
ま
で
客
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
12
年
に
ブ
ル
ー
ム
式

除
雪
用
電
車
に
改
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
上
の
雪
を
掃
き
出
し
て
跳
ね
飛

ば
す
除
雪
用
回
転
式
サ
サ
ラ
を
前
面
に

取
り
付
け
、
客
車
部
分
に
モ
ー
タ
ー

な
ど
の
機
器
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
か

な
り
の
改
造
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、
こ

の
車
両
は
成
宗
電
車
の
面
影
を
色
濃
く

残
し
、
除
雪
車
両
「
雪
二
号
」
と
し
て
、

平
成
4
年
ま
で
冬
季
の
除
雪
作
業
に
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
客
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て

い
た
当
時
の
姿
に
車
両
を
復
元
し
よ
う

と
、
民
間
の
市
電
愛
好
会
な
ど
が
活
動

を
開
始
。
お
よ
そ
6
0
0
万
円
に
上
る

寄
付
金
を
集
め
る
に
至
っ
た
こ
の
運
動

が
結
実
し
、
函
館
路
面
電
車
開
業
80
周

年
・
函
館
市
制
70
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
成
宗
電
車
運
行
当
時
の
姿

に
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

復
元
工
事
は
平
成
5
年
に
完
成
。
現

在
で
は
毎
年
4
月
中
旬
〜
10
月
に
客
車

と
し
て
函
館
市
交
通
局
に
よ
り
運
行
さ

れ
、「
箱
館
ハ
イ
カ
ラ
號ご

う

」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

函館山を背に除雪作業に従事する「雪二号」（昭和60年・函館市
交通局提供）

〜箱館ハイカラ號〜

函館市内でも観光スポットの多い西部地区を中心に運行

期間を限定し、北海道函館市で
運行されている「箱館ハイカラ號」
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　箱館ハイカラ號は台車の構造がほかの車両と異な
り、扱いにもそれなりのコツが要るため、わたしが専
属の運転士として運行しています。明治時代の車両
を復元したせいか、運転席の窓の位置が低く、や
や足を踏ん張り気味にした姿勢での運転を強いられ
るなど苦労もありますが、細部の造形にこだわった、
個人的な愛着も大きいこの車両を、これからも安全
に運行していきます。

1 �車内では、車掌が乗客一人一人の下を回り、行き先の確認と
運賃の精算を行う

2 �運転席の左側にあるのが、速度制御に使われるマスコンと呼
ばれるレバー。右側には、かつて使われていた手動ブレーキの
レプリカが

3 �運転士と車掌とが連絡合図をするための信鈴装置。ひもを引く
と「チンチン」と鳴る

4 �レトロな雰囲気を楽しめるようデザインされた車内。つり革や照
明器具など、細部まで凝った造り込みがなされている

5 �車内の天井付近には、復元のための寄付に応じた人の名前を
刻んだプレートが飾られている

わたしたちが運行しています

　函館の市電はほとんどがワンマン運転ですが、箱
館ハイカラ號だけは車掌のわたしが切符を切って運
賃の精算をしています。乗客の方が珍しがって、切
符を切る道具について質問されたり、記念撮影にご
一緒させていただいたりすることもあるんですよ。成
田の方には特に、昔は成田市内を走っていたという
この車両に揺られながら、函館観光を楽しんでいた
だきたいですね。

車掌
小野 まゆさん

運転士
山川 武士さん

2

1

3 4

5

特集

11 広報なりた 2009.11.1



使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
「
暗
く
な
っ
た
ら
運
行

し
ま
せ
ん
」
と
い
う
条
件
で
認
可
を
も

ら
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

︱
運
行
の
特
徴
は

　

成
宗
電
車
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
た

当
時
は
、
人
が
走
る
の
と
大
差
な
い
速

度
で
走
行
し
て
い
た
車
両
な
の
で
、
ほ

か
の
市
電
と
同
様
の
ス
ピ
ー
ド
で
運
行

す
る
た
め
に
は
相
応
の
運
転
技
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
専
属
の
運
転
士
が
い

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
市
電
の
車
両
は
3
年
に
一
度

分
解
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン

マ
1
ミ
リ
単
位
で
の
調
整
が
必
要
な
た

め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
整
備
担
当
者
の

技
量
頼
み
。
そ
う
し
た
職
人
技
が
、
箱

館
ハ
イ
カ
ラ
號
を
は
じ
め
と
す
る
古
い

車
両
の
運
行
を
支
え
て
い
る
ん
で
す
。

︱
成
田
市
民
へ
一
言

　

元
々
は
成
田
市
で
運
行
さ
れ
て
い
た

電
車
を
復
元
し
た
車
両
な
の
で
、
箱
館

ハ
イ
カ
ラ
號
に
乗
車
す
る
た
め
に
成
田

か
ら
来
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
車
両
は
、
一
つ

の
観
光
資
源
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
成

田
と
函
館
を
結
ぶ
架
け
橋
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
車
両
を
復
元

し
て
い
る
と
い
う
性
質
上
、
ほ
か
の
車

両
よ
り
も
前
後
の
揺
れ
が
大
き
か
っ
た

り
、
ス
テ
ッ
プ
の
段
差
が
高
か
っ
た
り

と
い
う
短
所
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も

ご
愛
嬌
。
専
属
の
運
転
士
の
腕
と
、
車

掌
の
笑
顔
で
皆
さ
ん
の
楽
し
い
旅
を
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

函
館
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
箱
館
ハ
イ

カ
ラ
號
に
乗
車
し
て
、
か
つ
て
成
田
市

を
走
っ
て
い
た
成
宗
電
車
の
勇
姿
に
思

い
を
馳は

せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

︱
復
元
の
き
っ
か
け
は

　

箱
館
ハ
イ
カ
ラ
號
が
除
雪
車
と
し
て

改
造
さ
れ
る
以
前
、
客
車
と
し
て
運
行

さ
れ
て
い
た
時
代
に
乗
務
員
を
さ
れ

て
い
た
方
や
、
市
民
団
体
か
ら
の
要
望

が
直
接
の
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
函

館
市
と
し
て
も
、
観
光
資
源
と
し
て
貴

重
な
車
両
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
、

客
車
と
し
て
復
元
さ
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

︱
復
元
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

車
両
は
主
体
構
造
が
木
造
で
、
除
雪

車
「
雪
二
号
」
と
し
て
運
行
し
て
い
た

と
き
も
、
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
代
の
基
準
で
は
、
木
造
の
客
車

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
か
に

し
て
成
宗
電
車
の
外
見
的
・
機
能
的
特

徴
を
損
な
わ
ず
に
国
で
定
め
ら
れ
た
基

準
の
要
件
を
満
た
す
か
、
と
い
う
点
に

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
鉄
製
の
枠
組
み
の
上

か
ら
木
質
の
化
粧
板
を
施
し
た
り
、
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
で
あ
り
な
が
ら
不
燃
性

の
高
い
素
材
を
シ
ー
ト
に
使
用
し
た
り
。

　

照
明
は
、
当
時
の
雰
囲
気
を
出
す
た

め
に
、
意
図
的
に
光
量
の
弱
い
機
材
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成
田
と
函
館
を
結
ぶ
架
け
橋
に

函
館
市
交
通
局　

廣
瀬 

弘
司
さ
ん

復元され、運行開始式に臨む函館ハイカラ號（平成5年・函館
市交通局提供）
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取材を終えて
　地元成田での反対運動と切り離して語ることができないまま、その35年の
歴史に幕を閉じた成宗電車。しかし、成宗電車が走っていた当時を知る人か
らは、生活の足として大変便利だったことや、子ども心に乗車を楽しみにして
いたことといった好意的な意見が多く寄せられ、成田参詣に訪れた人だけで
なく、地元の人たちにも愛されていた電車であることを知ることができました。
　成宗電気軌道の創立から一世紀以上が経過する中、そうした記憶をとどめ
ている人も少なくなり、成宗電車が走っていたことを示す痕跡の数 も々、徐々
にその姿を消しつつあります。
　その成宗電車を復元した箱館ハイカラ號は、車体を構成する部品が古いた
め、現在の基準に合うように車体をメンテナンスし、安全性を維持することに
大変な労力が必要とされています。それでも「この車両に乗ることを楽しみに函
館へ来てくれる方もいるんです。安全上の問題がなければ、これからも走らせ
続けたい」という函館市の姿勢に心強さを感じるとともに、形あるものを残して
いくことの大切さについて考えさせられました。
　時を隔ててよみがえった成宗電車。車体をミシミシと軋

きし

ませながらも観光客
や地元の人を懸命に運び続けるその車両は、今も未来に向かって走り続けて
います。

参考文献
成田市史
成田市史研究 第24号・第28号
成田の歴史アルバム
歳月の忘れもの
100年のあゆみ 北総地域とともに一世紀
　　　　　　　　（千葉交通株式会社）
成田・寺と町まちの歴史（小倉博著）
ちばの鉄道一世紀（白土貞夫著）
鉄道廃線跡を歩くⅦ（宮脇俊三著）

取材協力
成田山霊光館
函館市交通局

特集
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住
宅
防
火 

「
命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

住
宅
防
火
で
は
、
出
火
防
止
の
た
め

次
の
7
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

3
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
や
め
る

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◦
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

　

市
消
防
本
部
で
は
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
に
ち
な
み
次
の
行
事
を
実
施

し
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

期
間
と
会
場

◦
11
月
5
日
㈭
ま
で
…
イ
オ
ン
モ
ー
ル

成
田

◦
11
月
7
日
㈯
〜
13
日
㈮
…
ユ
ア
エ
ル

ム
成
田

◦
11
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
…
市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー

◦
11
月
24
日
㈫
〜
30
日
㈪
…
保
健
福
祉

館
内
容
＝
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
入
賞
作
品
を
展
示

防
火
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

日
時
＝
11
月
8
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場
＝
ユ
ア
エ
ル
ム
成
田

内
容

◦
住
宅
防
火
コ
ー
ナ
ー

◦
住
宅
用
火
災
警
報
器
コ
ー
ナ
ー

◦
ち
び
っ
子
消
防
隊
記
念
写
真
コ
ー

ナ
ー

◦
救
助
隊
・
救
急
隊
の
実
演

◦
消
防
車
の
展
示

◦
消
防
・
救
急
資
機
材
展
示
コ
ー
ナ
ー

◦
煙
体
験
ハ
ウ
ス
コ
ー
ナ
ー

◦
火
の
用
心
コ
ン
サ
ー
ト

※
市
内
で
消
火
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問

販
売
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
予

防
運
動
期
間
中
の
防
火
相
談
は
、
消

防
本
部
予
防
課
ま
た
は
各
消
防
署
へ
。

消
防
本
部
予
防
課︵
☎
20
︲
1
5
9
1
︶

成
田
消
防
署 

︵
☎
20
︲
1
5
9
4
︶

飯
岡
分
署 

︵
☎
36
︲
0
1
1
9
︶

三
里
塚
消
防
署 

︵
☎
35
︲
1
0
0
7
︶

空
港
分
署 

︵
☎
30
︲
1
1
8
7
︶

赤
坂
消
防
署 

︵
☎
26
︲
3
2
1
0
︶

公
津
分
署 

︵
☎
29
︲
6
6
2
7
︶

大
栄
消
防
署 

︵
☎
73
︲
4
1
4
1
︶

下
総
分
署 

︵
☎
96
︲
1
1
1
9
︶

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子

11月9日㈪〜15日㈰は秋季全国火災
予防運動期間です。火災予防運動は
市民の防火に対する関心を高め、火災
から尊い生命を守り、貴重な財産の損
失を防ぐことを目的としています。この
機会に、あらためてわが家の防火対策
を考えてみませんか。

火災から住宅を守るために（防火フェスタ）

　消火器の破裂事故などを防止するため、家庭などに
ある老朽化した消火器を有料で処分します。回収した
消火器は、日本消火器工業会会員各社などで適正に
処理されます。
期 間＝11月9日㈪〜15日㈰ 午前9時〜午後5時
場所＝市内の各消防署、分署
処分料＝1,000円

老朽化消火器の 回収

秋季全国火災予防運動

救急隊の実演も

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が 

「
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
と
防
火
フェス
タ
」
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　千葉県動物保護管理協会では、「犬のしつけ方教室」を定期的
に開催しています。犬と共に幸せに暮らしていくために、きちんと
したしつけをマスターしましょう。
日時＝毎月第3火曜日 午後1時30分〜4時30分
会場＝県動物愛護センター（富里市）
定員＝15組（飼い犬同伴は6組まで）
参加費＝2,500円（飼い犬同伴は1頭3,500円）
※�飼い犬同伴での参加には条件があります。申し込みは県動物
愛護センター（☎93-5711）へ。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
注
射

　

登
録
・
注
射
の
確
実
な
実
施
に
よ
っ

て
、
国
内
に
狂
犬
病
が
侵
入
し
た
と
き

の
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鑑
札
や
注
射
済
票
は
必
ず
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
へ
の
危
害
の
原
因
と
な
る
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
犬
の
散

歩
は
引
き
綱
を
付
け
、
急
な
動
き
を
制

御
で
き
る
人
が
行
い
、
排
せ
つ
物
は
飼

い
主
の
責
任
で
必
ず
始
末
し
て
く
だ
さ

い
。

　

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
飼

い
主
が
保
健
所
に
届
け
出
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
禁
止

　

捨
て
犬
・
捨
て
猫
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
家

族
の
一
員
で
す
。
決
し
て
捨
て
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
動
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る

と
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

猫
は
室
内
で
飼
う

　

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
他
人

の
敷
地
で
排
せ
つ
す
る
な
ど
の
迷
惑
を

防
止
で
き
、
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
の

危
険
か
ら
猫
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。危

険
な
動
物
の
飼
養
許
可

　

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
・
ヘ
ビ
・
サ
ル
な
ど

危
険
な
動
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
物

を
飼
育
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
動
物
が

逃
げ
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
管
理

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
逃
げ

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
保
健
所
・
警
察

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
の
引
き
取
り

　

動
物
は
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面

倒
を
見
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
飼
え

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
見
つ
か
ら
な
い

場
合
で
も
絶
対
に
捨
て
ず
に
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー︵
印
旛
保
健
所
︶成
田
支
所︵
☎

26
︲
7
2
3
1
︶ま
た
は
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー︵
☎
93
︲
5
7
1
1
︶へ
。

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」で
す
。
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
動
物
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬のしつけって
どうやるの？

注射は飼主の責任です
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11
November

市

民

の

ひ

ろ

ば

　

わ
た
し
た
ち
大
栄
中
学
校
陸
上
部
は

1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
全
員
で
43
人
。

3
年
生
が
夏
の
総
合
体
育
大
会
で
引
退

し
、
秋
か
ら
は
1
・
2
年
生
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

顧
問
は
荒
井
先
生
と
黒
田
先
生
。
先

生
方
は
、「
勝
負
は
時
の
運
、
運
も
実

力
の
う
ち
だ
！
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
一
人
一
人
の
運
動
能
力
や
特
徴
を

把
握
し
て
い
て
、
そ
の
日
の
体
調
に
合

わ
せ
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
、

そ
の
と
き
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
発
揮
で
き
る
状
態
で
競
技
に
臨
め
ま

す
。

　

陸
上
は
「
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
、

い
い
成
績
を
残
す
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
自
分
と
の

戦
い
で
も
あ
り
ま
す
。
調
子
が
い
い
と

き
の
「
い
い
感
じ
」
を
体
に
覚
え
こ
ま

せ
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ム
を
何
回
も
確

認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
会
で
成
績

を
残
せ
た
と
き
の
喜
び
は
と
て
も
大
き

い
で
す
。

　

陸
上
と
い
う
と
、
種
目
が
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
競
技
す
る
た
め
、
個

人
競
技
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
た
ち
は
お
互
い
に

フ
ォ
ー
ム
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
全
員
で

助
け
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

種
目
に
よ
っ
て
、
個
人
に
よ
っ
て
大

会
の
時
期
も
目
標
も
違
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
一
人
一
人
が
全
力
で
競
技
す

運
も
実
力
の
う
ち
！

大
栄
中
学
校
陸
上
部

ク
ラ
ブ

小幡 加奈 部長（2年生）
それぞれの目標に向かって、
チームで頑張っています

102

訪
問

自分に合ったフォームを
身に付けるために

る
た
め
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
進
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

瞬発力を高めるためのトレーニング
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ス
ク
ス
ク
の
び
の
び
361

ノリノリでレッツダンス♪

シ
ャ
ル　

ウ
ィ
ー　

ダ
ン
ス
！

踊
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

サ
ル
サ
の
動
き
は
、
日
常
に
は
な
い
リ
ズ
ム
で

す
。
始
め
た
こ
ろ
は
、
恥
ず
か
し
い
し
動
き
が
分
か

ら
な
い
し
で
、
ガ
チ
ガ
チ
の
動
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
表
情
も
硬
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
で
は
、
快

感
を
覚
え
る
ほ
ど
で
す
け
ど
ね
。

　

サ
ル
サ
に
は
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
る
効

果
が
あ
り
腰
痛
予
防
や
姿
勢
改
善
に
よ
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
体
と
脳
に
心
地
よ
い
刺
激
が
あ
る
の
で
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
◎
。
少
し
で
も
興
味
が
わ
い
た

方
、
シ
ャ
イ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
で
一
緒
に
サ
ル
サ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
日
常
生
活
か
ら
自
分
を
解
き
放
ち
、

ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
体
を
預
け
て
み
ま
し
ょ
う
よ
♪

　

わ
た
し
た
ち
は
、
大
栄
公
民
館
で
毎
週
日
曜
日
に

活
動
し
て
い
る
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
シ
ャ
イ

ン
レ
デ
ィ
ー
ス
」
で
す
。
講
師
は
サ
ル
サ
愛
好
家
の

平
野
恵
美
さ
ん
。
現
在
は
、
平
野
さ
ん
を
含
め
5
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
中
、
わ
た
し
た
ち
は
お
互
い
を

ダ
ン
ス
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
ま
す
。
写
真
左
か
ら

「
キ
ャ
ロ
ル
、
リ
ン
ダ
、
エ
ミ
リ
ー
、
ナ
ン
シ
ー
、

モ
ニ
カ
」
。
こ
れ
は
、
サ
ル
サ
モ
ー
ド
に
入
る
た
め

の
一
種
の
ス
イ
ッ
チ
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
諸
説
あ
る
も
の
の
、
サ
ル
サ
は
キ
ュ
ー
バ
発
祥

の
ラ
テ
ン
系
ダ
ン
ス
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
と
に
か

く
リ
ズ
ム
や
ノ
リ
が
大
切
。
日
々
の
生
活
か
ら
心
を

開
放
し
て
、
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

う
ま
く
踊
ろ
う
と
す
る
よ
り
も
、
と
に
か
く
楽
し
く

シ
ャ
イ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

なかま
と
一緒

市民のひろば

99

中村 祐
ゆう

大
だい

くん（4歳・左）台方

　　 海
かい

惺
せい

くん（1歳・右）

いつも元気で笑顔が絶えない兄弟
です。おかげでうちはとってもに
ぎやか☆

菅澤 羽
は

衣
い

音
ね

ちゃん（1歳）玉造

羽の衣で天使をイメージして名
付けました。お兄ちゃんが大好
きです

ラテンのリズムで

篠﨑 叶
かな

多
た

くん（5歳・左）川栗

　　 来
な

夢
ゆ

大
た

くん（2歳・右）

ぼくたち空手を始めました。兄弟
仲よく頑張ります

木内 鈴
り

愛
な

ちゃん（5歳・左）中台

　　 愛
あ

彩
い

ちゃん（2歳・右）

ケンカするけどいつも一緒の二人
です
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TOPICSNARITA

航空管制シミュレーターで飛行機の着陸を指示

空の日航空教室

羽ばたけ、未来の管制官

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
・
成
田
の
日

ス
タ
ジ
ア
ム
は
大
盛
り
上
が
り

　

サ
ッ
カ
ー
J
1
リ
ー
グ
・
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦
に
市

民
を
招
待
・
優
待
す
る
﹁
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ

ズ
・
成
田
の
日
﹂
が
10
月
4
日
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム（
鹿
嶋
市
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
成
田
の
観
光
や
特
産
品
が
P
R
さ
れ
た
ほ

か
、
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の
裏
側
を
巡
る
ス

タ
ジ
ア
ム
見
学
ツ
ア
ー
や
、
ピ
ッ
チ
で
の
市
内
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
。
試
合
観
戦
で
は
、

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
る
選
手
た
ち
に
訪
れ
た
大
勢
の

市
民
が
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　9月20日の空の日にちなみ、空の安全・安心を学んで
もらおうと9月22日、「空の日航空教室」が成田国際空港で
開催されました。飛行機好きの全国の中高生が参加し、
管制塔やレーダールームの見学をはじめ、航空管制シミュ
レーターを体験。モニターに写し出された航空機に飛行
ルートを英語で指示し、滑走路に着陸させるという管制
官の模擬訓練を行いました。将来、管制官を目指してい
るという高校生は「来年は大学受験を控えているので、こ
の体験を励みに頑張りたい」と話していました。

あこがれの選手と一緒に

子どもたちが裸足で元気にプレー

イベントの数々にたくさんの笑顔が

インタビュールームで記念撮影
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トピックスなりた

　卸売市場で9月26日、
「わくわく感謝デー」が開
催され、鮮魚や青果の特
売市・フリーマーケット・
生マグロの解体実演即売
会などのイベントに大勢の

市民が訪れました。整理券が配られるほど長蛇の列ができて
いたのは、お楽しみ抽選会。市場内で千円以上の買い物を
すると参加できるというもので、市場のお買い物券・ナシ・卵・
水産物などの景品に、買い物客は盛り上がっていました。「わく
わく感謝デー」は、毎月第4土曜日に開催されます。

うまい！安い！成田市場
第1回わくわく感謝デー

多彩な音楽に興奮
ナリフェス

二度と戦争を起こさないために
平和映画会・講演会

　戦争の悲惨さ、平和の大切さを伝えようと10月1日、吾妻
小学校で「平和映画会・講演会」が開かれました。映画の後、
東京大空襲で空爆の被害を受けた橋本さんの講演会が行わ
れ、涙ながらに語られる空襲当日の悲惨な体験談に、児童た
ちからは悲痛なため息が。講演を聞き終えた児童たちは、「二
度と戦争を起こしてはいけない」と誓っていました。

空襲の体験談に真剣な表情で聞き入る児童たち

　「2009NARITA少年の翼」の団員が事業25周年を記念して9
月27日、成田国際空港に隣接する「さくらの山」にヤマザクラを
植樹しました。同事業は、国際的な舞台で活躍できる次世代
のリーダーを育てようと、市内の小中学生を海外の友好都市な
どに派遣するもので、これまで1,500人以上が参加しています。
帰国後1カ月ぶりに集まった団員は、山本泰正団長（成田青年
会議所理事長）の「ぐんぐん育つこの木のように、皆さんも将来
に向けて大きく成長してほしい」との呼び掛けを合図に、記念
プレートが添えられた若木に次 と々土をかぶせていきました。

記念樹を囲んで

さくらの山に記念植樹
少年の翼25周年

マグロ目当てに大勢の人が

何が当たるかワクワクです

　世代・国境・ジャンルを超えた
音楽祭「成田ワールドミュージック 
フェス.2009」（ナリフェス・主催：成
田空港通り活性化協議会）が9月26
日・27日、イオンモール成田を会場
に行われました。今年で2回目とな
るこの音楽祭には、プロ・アマを問
わず多数のミュージシャンが参加。
屋内外3つのステージでジャズ・ロッ
ク・ブルース・民族音楽など幅広い
ジャンルの演奏を繰り広げました。

演奏のほかにさまざまなパ
フォーマンスも

屋外ステージにはたくさんの聴衆が

19 広報なりた 2009.11.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

空
き
地
の
雑
草
を
伸
び
放
題
に
し
て

お
く
と
、
ご
み
の
捨
て
場
所
や
害
虫
類

の
発
生
原
因
と
な
り
、
周
囲
に
迷
惑
を

掛
け
ま
す
。
空
き
地
の
所
有
者
は
早
め

に
草
を
刈
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た

土
地
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
草
刈
機
を
無
料（
刈
刃
と

燃
料
は
個
人
負
担
）で
貸
し
出
し
し
て

い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
・
F
A
X
・
電
子

メ
ー
ル
」
は
、
市
民
か
ら
市
政
へ
の
提

言
・
要
望
・
意
見
な
ど
「
生
の
声
」
を

幅
広
く
聴
き
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ

せ
て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
担
当
課
で
十

分
に
検
討
し
て
市
長
に
報
告
し
、
回
答

を
希
望
す
る
人
に
は
、
市
長
名
で
書
面

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
回
答
し
ま
す
。

　

市
政
と
は
関
係
の
な
い
内
容
や
、
個

人
・
団
体
を
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
す
る
よ
う
な
内

容
は
お
断
り
し
ま
す
。　

市
長
へ
の
手
紙

　

市
役
所
、
下
総
・
大
栄
支
所
、
各
公

民
館
な
ど
市
内
の
公
共
施
設
に
、
用
紙

（
受
取
人
払
い
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

任
意
の
は
が
き
・
封
書
を
利
用
す
る

場
合
は
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
書
い
て
、

切
手
を
貼
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
長
へ
の
F
A
X

　

市
内
か
ら
の
送
信
料
金
は
無
料
で
す

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
は
有

料
に
な
る
場
合
あ
り
）。
F
A
X
番
号

は
次
の
通
り
で
す
。

◦�

市
内
…
1
0
1
2
0
‐
8
6
0
‐
2 

7 

9

◦�

市
外
…
24
‐
1
0
8
6（
有
料
）

市
長
へ
の
電
子
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
へ
の
電
子

メ
ー
ル
」（http://w

w
w
.city.narita.

chiba.jp/form

）か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　
「
排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検
に
来

た
」
と
市
役
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と

い
っ
て
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る
業
者
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
業
者
の
紹

介
や
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
た
業
者
は
、

市
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
訪
問
セ
ー
ル
ス
で
不
審
に
感
じ

た
ら
下
水
道
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
5 

3
︶へ
。

　

冬
季
は
大
気
が
よ
ど
み
、
汚
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
11
月
〜
1

月
を
「
窒
素
酸
化
物
に
係
る
冬
季
対
策

期
間
」
と
し
て
、
大
気
汚
染
物
質
の
一

つ
で
あ
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
削
減
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
次
の
こ
と
を
実
行
す
る

な
ど
し
て
、
環
境
保
全
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
水
曜
日
は
車
の
使
用（
車
で
の
買
い

物
や
マ
イ
カ
ー
通
勤
）は
控
え
る

◦
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ（
駐
・

停
車
時
の
エ
ン
ジ
ン
停
止
）に
努
め

る
◦
暖
房
温
度
は
控
え
め（
20
℃
）に

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Information

あ
な
た
の
「
声
」
を

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

市
長
へ
の
手
紙
・
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル

外

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に
ご
協
力
を

※�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
各
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
店
頭
回

収
協
力
店
へ（
下
総
・
大
栄
地
区
は
収
集
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
）。
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
20
‐
1
5
3
0
）へ
。

排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検

訪
問
セ
ー
ル
ス
に
ご
用
心

窒
素
酸
化
物
の
冬
季
対
策

車
の
使
用
と
暖
房
は

控
え
め
に

・市政とは関係のない内容や個人・団体を誹謗中傷するような内容の投稿は一切お断りいたします。
・ご意見の内容により、各担当課へ照会し、市長が各担当課の対応を確認したうえで回答いたします。そのため、1～
  2カ月程度の期間を要する場合もありますので、ご了承ください。
・国の行政に対する要望・相談・苦情などについては、総務省行政評価事務所の「行政相談」で受け付けています。
  （行政苦情110番：☎0570-090110）

住所

氏名

（〒　　　　-　　　　　）

性別　□男　□女

私の提言（具体的にお書きください）

電話番号年齢

ひ    ぼう

回答を希望しますか？
（どちらかにチェックをお願いします）

□　希望する
□　検討してもらえれば不要

※のりしろにかからないように、枠内にお書きください。

※住所、氏名、年齢、電話番号は忘れずに正確にご記入ください。記入がない場合、回答を希望されていても、
　「参考意見」として取り扱い、回答はいたしません。

の り し ろ
③

の り し ろ
④

この用紙の使い方
●あて先が表になるように投稿原稿用

紙の面を内側に折って「のりしろ ①」

と「のりしろ①」、「のりしろ②」と「の

りしろ②」をまず貼り合わせます。

●次に「のりしろ③」「のりしろ④」「の

りしろ⑤」を貼り合わせてください。

※皆さんからの貴重なご意見が隠れて

しまわないよう、なるべくのりが、

はみ出さないようにご注意ください。

の
　

り
　

し
　

ろ
　

⑤

777号

料金受取人払成田局承認

差出有効期間
平成22年3月
31日まで
切手を貼らず
にお出しくだ
さい

成
田
市
花
崎
町
七
六
〇
番
地

成
田
市
役
所
内

成　
田　
市　
長

行

①

③

③

④

④

⑤

⑤

①

②

②

市長への手紙

お寄せくださいあなたの提言

※再生紙を使用しています。

　「市長への手紙」は、“市民が主役のまちづくり”

を推進するため、誰もが、いつでも市長に対し、

意見や要望を提案できるよう設けたものです。

　お近くの郵便ポストまたは市役所本庁の専用箱

にご投函ください。
　また「市長への FAX」や「市長への電子メール」

でも同様に受け付けています。

　市政に対し、日ごろから考えていることや気付

かれたことなど、お気軽にお寄せください。

〔問い合わせ先〕市民部市民支援課☎20-1507（直通）
皆さんから寄せられたご意見の内容によっては、

市の回答と併せて、市ホームページ「市長へのメー

ルQ&A」に掲載させていただくこともあります。

市長への FAX番号0120-860-279（フリーダイヤル）

ハローでつなぐ

市長への電子メール http://www.city.narita.chiba.jp

09
78

68
2

お
り
線

お
り
線

空
き
地
の
管
理

所
有
者
は
し
っ
か
り
と
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目
安
と
な
り
ま

す
。
万
一
の
場

合
、
事
故
賠
償

基
準
に
基
づ
い

た
補
償
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

理
容
店
・
美

容
店
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
・
飲
食
店
を

選
ぶ
と
き
に
は
S
マ
ー
ク
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー︵
☎
0
4
3
︲
3
0
7
︲

8
2
7
2
︶へ
。

　

成
田
税
務
署
で
は
、
法
人
と
個
人
の

白
色
申
告
者
を
対
象
と
し
た
、
平
成
21

年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
と
法
定
調

書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
20
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

　

個
人
青
色
申
告
者
は
、
12
月
に
行
わ

れ
る
青
色
申
告
決
算
説
明
会
で
説
明
し

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署
法
人
課 

税
第
二
部
門︵
☎
28
︲
5
1
5
1
︶ま

た
は
市
民
税
課︵
☎
20
︲
1
5
1
3
︶

へ
。

　

11
月
は
標
準
営
業
約
款
普
及
促
進
月

間
で
す
。

　

S
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣
認
可

の
標
準
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業
し
て

い
る
店
の
印
で
す
。

　

こ
の
S
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て

い
る
店
な
ら
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
が

保
証
さ
れ
、
信
頼
で
き
る
店
の
大
き
な

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
回
収
対
象

外
で
す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど

で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 

4 

1
︶、
下
総
支
所
農
産
土
木
課︵
☎

96
︲
1
1
1
2
︶、
大
栄
支
所
農
産

土
木
課︵
☎
73
︲
8
0
6
3
︶へ
。

　

東
京
電
力
を
名
乗
る
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

◦
事
前
の
知
ら
せ
も
な
く
、
ブ
レ
ー

カ
ー
調
査
や
漏
電
調
査
と
い
っ
て
家

に
上
が
り
込
み
、
金
品
を
盗
ん
だ
り
、

電
気
器
具
の
取
り
換
え
を
し
て
多
額

の
工
事
費
を
請
求
す
る

◦
集
金
員
を
装
い
、
検
針
票
を
示
し
て

電
気
料
金
を
支
払
う
よ
う
要
求
す
る

◦
オ
ー
ル
電
化
に
す
る
こ
と
で
電
気
料

金
が
安
く
な
る
こ
と
を
う
た
い
文
句

に
、
電
気
給
湯
器
や
I
H
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
不
当
に
高
い

金
額
で
契
約
を
迫
る

　

東
京
電
力
で
は
、
調
査
の
名
目
で
事

前
の
連
絡
も
な
し
に
家
に
伺
っ
た
り
、

費
用
を
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
検
針
票
に
よ
る
料
金

の
集
金
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
、
オ
ー
ル
電
化
機
器
の
販
売

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
機
器
の
購
入
・
工
事

を
す
る
と
き
は
、
数
社
か
ら
見
積
も
り

を
取
っ
た
り
、
周
囲
と
相
談
し
た
り
す

る
な
ど
、
十
分
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
電
力
や
関
係
会
社
の
社
員
・
調

査
機
関
の
調
査
員
は
「
勤
務
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
っ
た

ら
家
に
上
げ
る
前
に
東
京
電
力
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
東
京
電
力︵
1
0
1
2 

0
︲
99
︲
5
5
5
2
︶へ
。

　

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
や

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
資
材
な
ど
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄
物
で
す
。

こ
れ
ら
の
野
焼
き
・
不
法
投
棄
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、

地
区
ご
と
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
の
と
き
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
適

し
た
荷
造
り
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り

ま
し
ょ
う
。

対
象

　

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
農
業
用
廃
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　

育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

11 月の水道水の排水作業

作業日 予定地区 予定時間
11月 9日㈪ 不動ヶ岡地区 午後11時

〜

翌午前5時11月10日㈫ 並木町（沢山）地区

　市水道部では水質維持のため、次の通り水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますので、ご了
承ください。受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

【10月1日〜15日】

周辺自治体と協議（13日）

  1日 教育委員辞令交付式
航空機事故消火救難総合訓練
全体会議
下総高校自動車部全国大会出
場報告

  2日 獣魂祭
  3日 成田国際高校少林寺拳法部全

国大会優勝祝賀会
  4日 成田市赤十字奉仕団一日赤十字

フレンドリータウンデイズ2009
「成田の日」
成田フィルハーモニー管弦楽団
「ファミリーコンサートｉｎ大栄」

  5日 千葉県遺族会第二ブロック戦没
者遺族大会
生涯学習推進協議会会議

  6日 産業まつり実行委員会
  8日 全国市町村生活排水対策セミナー
  9日 老人クラブ連合会軽スポーツ大会

日本電信電話ユーザ協会成田・
佐倉地区協会電話応対コンクー
ル県大会出場者激励会
中学生議会

10日 ファミリーコンサートⅰn玉造
13日 ラ・フェスタ　ミッレミリア2009

成田空港圏自治体連絡協議会臨時会

市長日誌

年
末
調
整
の
説
明
会

法
人
・
個
人
の

白
色
申
告
者
を
対
象
に

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
な
処
理
を

東
京
電
力
の
調
査
・
点
検

勤
務
証
を
確
認
し
て

標
準
営
業
約
款
普
及
登
録
促
進
月
間

お
店
選
び
は

S
マ
ー
ク
登
録
店
を
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「
成
田
市
民
憲
章
」
は
、
市
民
の
幸

せ
を
願
い
、
未
来
へ
の
理
想
像
を
掲
げ

昭
和
46
年
11
月
3
日
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
活
動
と
し
て
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

や
緑
化
運
動
と
い
っ
た
環
境
美
化
運
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
そ
の
精
神
が

生
か
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
成

田
市
に
住
む
一
人
一
人
が
よ
り
よ
い
郷

土
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
市

民
憲
章
が
掲
げ
る
5
か
条
の
精
神
は
、

未
来
の
市
民
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
住
み
や
す
い
郷
土

を
つ
く
る
た
め
に
、
市
民
憲
章
を
実
践

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
の
中
で
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
総
務
課︵
☎
20
︲
1 

5 

1 

0
︶へ
。

　

市
で
は
、
土
砂
の
搬
入
に
よ
る
埋
め

立
て
、
盛
り
土
、
た
い
積
行
為
、
搬
入

土
砂
の
土
質
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
保
全
と
災

害
発
生
の
未
然
防
止
、
住
民
の
安
全
な

生
活
の
確
保
の
目
的
か
ら
「
成
田
市
土

地
の
埋
立
て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
5
0
0
㎡
以
上
の
埋
め
立
て

な
ど（
一
時
た
い
積
を
含
む
）を
行
う
場

合
は
、
条
例
に
定
め
る
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
安
全
基
準
に
適
合
し
な

い
土
砂
は
、
面
積
を
問
わ
ず
埋
め
立
て

な
ど
に
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
」
で
す
。

　

事
業
主（
農
林
水
産
業
の
労
働
者
5

人
未
満
の
個
人
事
業
を
除
く
）は
、
労

働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
働
く
人
が
労
働
災
害

を
被
っ
た
り
失
業
し
た
と
き
に
所
定
の

保
険
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

　

未
手
続
き
の
事
業
主
は
、
早
期
に
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課︵
☎
0
4
3
︲
2
2
1
︲

4
3
1
7
︶ま
た
は
成
田
労
働
基
準

監
督
署︵
☎
22
︲
5
6
6
6
︶へ
。

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
通
り
魔
殺

人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、

不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
遺
族
や
、

身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
た
被
害
者

と
障
が
い
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
被
害

者
に
対
し
、
国
が
一
定
の
給
付
金
を
支

暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

給
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
も
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
に
基
づ
き
、
同
様
の
支
援
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
県
警
察
犯
罪
被
害
者

支
援
室︵
☎
0
4
3
︲
2
0
1
︲
0 

1
1
0　
内
線
2
7
0
2
︶へ
。
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て
は
市

交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲
1
5
2
7
︶へ
。

　

10
月
3
日
か
ら
県
内
の
事
業
所
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ

る
地
域
別
最
低
賃
金
「
千
葉
県
最
低

賃
金
」
が
、
時
間
額
7
2
3
円
か
ら

7
2
8
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
精
・
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
賞
与
、
時
間

外
手
当
、
深
夜
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
の
ほ

か
に
定
め
ら
れ
て
い
る
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
基
準
部

賃
金
室︵
☎
0
4
3
︲
2
2
1
︲
2 

3
2
8
︶ま
た
は
成
田
労
働
基
準
監

督
署︵
☎
22
︲
5
6
6
6
︶へ
。

市
民
憲
章
の
推
進

「
住
ん
で
良
し
、
働
い
て
良
し
、

訪
れ
て
良
し
」
の
ま
ち
づ
く
り

　信仰のまち、世界に通ずるまち成田はわた

くしたちのふるさとです。

　ゆたかな自然と文化にめぐまれてきたわた

くしたち成田市民は、大きな希望と誇りをもっ

て世界に伸びようとしています。

　わたくしたちは、成田のかがやかしい発展

とおたがいのしあわせをねがい、この市民憲

章をさだめます。

1　親切な心で
 平和な成田をつくりましょう
1　よろこんで働き
 豊かな成田をつくりましょう
1　きまりをまもり
 住みよい成田をつくりましょう
1　自然と文化を大切にし
 美しい成田をつくりましょう
1　若い力をそだて
 明るい成田をつくりましょう

成田市民憲章

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

事
業
主
は
加
入
を

千
葉
県
最
低
賃
金

金
額
が
改
定
に

犯
罪
被
害
給
付
制
度

被
害
者
や
遺
族
に

支
援
金
を

皆でまちをきれいに（環境美化運動）

土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て

条
例
に
定
め
る
手
続
き
を
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困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相談したい
と思っていることはありませんか。市などでは、そんなあなたの
要望に応え、各種相談を行います。相談は無料で秘密は厳守
されます。この機会に日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみ
てはいかがですか。

※12：00〜13：00は相談できません。11月の相談日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（離婚・相続・相
隣関係・金銭貸借・売買など） 月･金曜日  9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※�裁判所で係争中の事件

は除きます。法律相談
12月分の予約は11月25
日㈬午前8時30分から
受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人） 水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 24日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 13日㈮・27日㈮ 13：00〜16：00 〃

税務相談 17日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室
不動産相談 17日㈫ 10：00〜12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 21日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制） 11日㈬・25日㈬ 10：00〜15：00 県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 18日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 県司法書士会佐倉支部
菊地裕文さん ☎28-5562

木造住宅耐震相談（予約制） 22日㈰ 9：00〜16：00 市役所2階202会議室 建築住宅課 ☎20-1564
女性就業（内職）相談

（来所前に要電話） 水・金曜日 10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室 商工課
☎22-1111　内線2729

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター
 ☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
女性のための相談（予約制） 12日㈭・26日㈭ 10：00〜16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500
交通事故相談 10日㈫ 10：00〜15：00 市役所1階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 水曜、第4日曜日、
祝日を除く毎日  9：00〜19：00 保健福祉館 障がい者相談センター

☎27-1106

障がい者就労相談 月〜金曜日  9：00〜17：00 保健福祉館

成田障害者就業・生活
支援センター
就職するなら明朗塾
☎29-1003

心配ごと相談
木曜日 10：00〜15：00 保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-775513日㈮ 10：00〜15：00 下総地域福祉センター

20日㈮ 10：00〜15：00 保健福祉館大栄分館
酒害相談 5日㈭  9：00〜12：00 保健福祉館 〃
家庭児童相談 月〜金曜日  9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日  9：00〜17：15 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃
教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

心の健康、
応援します
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掲 示 板
消費生活
相談

Q A&

Q　業者から太陽光発電装置（ソーラーシステム）を設置
すれば必ず補助金がもらえると説明されましたが本当

ですか。

A　住宅用太陽光発電装置の設置について国や自治体が�
 補助制度を設けていますが、訪問販売によるトラブル

例が増えているので注意が必要です。

　「国の補助金が受けられると説明されて装置を設置したが、
補助金の対象外だった」「発電した電気を電力会社に買い取っ
てもらえるのでそれで月々のローンも返せる、と説明された
のに、実際の収入はわずかでローンが返せる金額ではなかっ
た」などです。
　設置については次の点に注意してください（国民生活セン
ターホームページより抜粋）。
◦補助金・発電量・売電量について契約前に自分で情報収集
する

◦複数の見積もりを取り、納得できる業者と契約をする
◦トラブルに遭ったら消費生活センターに相談する
　
　住宅用太陽光発電装置は、地球温暖化対策として国が補助
金を出して普及を進めています。市でも、条件を満たした
設置には補助金の制度があり、国の補助金と併用すること
もできます。国の補助金制度については千葉県環境財団（☎
043-246-3933）、市の補助金制度については市環境計画課
（☎20-1533）へ問い合わせてください。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

ソーラーシステム設置で
補助金が出るってホント⁉

　身近な地域活動・社会活動で、女性は重要な役割を担って
います。子ども会の活動や登下校時の通学路の見回りもその
一例です。
　しかし、リーダーとして活躍している女性は多くありませ
ん。
　教育分野において女性が大きな役割を担っているPTAで
も、会長はほとんどが男性で、女性の数は市立小中学校・
40校中3人というのが成田市の現状です（平成21年4月現
在）。自治会の会長も、287人のうち女性はわずか9人です（平
成21年3月31日現在）。
　生活に深くかかわる身近な分野においても、女性の参画が
遅れているのが現状なのです。
　さまざまな意思決定の場面に女性が参画することは、多様
な発想を取り入れていく点で大変重要です。市でも、市の政

男女
共同参画
の視点

策や方針決定をする審議会などへの女性の登用を図っていま
すが、現状では、まだまだ低い数値にとどまっています。
　女性の登用を促進するためには、組織の意識や取り組み姿
勢、環境作りが大切であると同時に、女性が自ら力を発揮す
る機会を開拓し、自己表現能力を向上させ、思いを声に出す
よう努力することが大切です。
　
※くわしくは企画政策課（☎20-1500）へ。

女性の登用の現状
〜組織の努力と個人の努力を〜
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国民年金の保険料控除証明

年末調整や
確定申告をするときに必要です

￥

国保
・ 

年金
11月は国保月間

あなたはどの医療保険に入っていますか?

国民健康保険
（退職者医療制度）

自営業など

生まれてから
就職までの間

両親など、扶養者が加入している保険で医療を受けることになります。

就　職

職域保険

退職 転職・退職（失業中）など

就職・転職職域保険の
任意継続＊

継続期間終了

会社員など

健康保険 共済組合

公務員など

船員保険

船　員

自営業・アルバイト・
農業・漁業従事者など

国民健康保険

船　員

船員保険

公務員など

共済組合健康保険

会社員など

＊ �会社などに勤める人が一定の条件
を満たせば、引き続きその保険に
加入することができます。

長寿医療（後期高齢者医療）制度の適用（届け出は必要ありません）
　75歳（一定の障がいがあると認定された人は65歳）から、長寿医療制度で医療を受けるこ
とになります。

75歳に
なったら

　日本の医療制度では、病気やけがをしたときに安心して医
療が受けられるように、すべての人がいずれかの医療保険に
加入することになっています（国民皆保険）。もし、転職や退
職などで、どの医療保険にも入っていないという人は、すぐ
に保険年金課または下総・大栄支所市民福祉課の窓口へ届け
出をしてください。

■こんなときには14日以内に届け出が必要です

　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合、1
年間に納付した国民年金保険料を証明する書類を添付するこ
とが義務付けられています。
　このため、生命保険会社などから送付される控除証明書と

同様に、1年間に納付した国民年金保険料の額を証明した控
除証明書（はがき）が、社会保険庁から11月上旬に送付され
ます。年末調整または確定申告の手続きのときは、必ずこの
証明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大
切に保管してください。

※くわしくは平日の午前9時〜午後5時に千葉国民年金電
話センター（12月28日㈪までは☎043-203-5600、1
月4日㈪からは年金事務所☎0478-55-0145）または
控除証明書専用ダイヤル（11月2日㈪〜3月13日㈯、☎
0570-070-117）へ。

※くわしくは保険年金課（☎20-1526）へ。
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秋の歴史講演会
　力石って何？

日時＝11月29日㈰ 午後2時から
会場＝中央公民館2階視聴覚室
テーマ＝千葉県の力石
講師＝高島愼助さん（四日市大学健康科
学研究室教授）

参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは生涯学習課（☎20-1534）へ。

香取特別支援学校
　かよう祭

日時＝11月14日㈯ 午前9時50分〜午後
2時15分

会場＝県立香取特別支援学校（神崎町）
内容＝舞台発表、作品頒布、作品展示、
遊びコーナー、バザー、模擬店など

※くわしくは同校（☎0478-72-2911）へ。

成田山公園紅葉まつり
　自然の芸術に癒される

期間＝11月14日㈯〜29日㈰
イベント開催日＝期間中の土・日曜日、
祝日 午前10時〜午後3時

内容＝琴・尺八、二胡の演奏、お茶会、
チャリティオークションなど

※くわしくは市観光協会(☎22-2102)へ。

ひこうきにのったサンタクロース
　チャリティーバザー

　日本航空ボランティアグループによる
チャリティーバザーが開催されます。
日時＝11月7日㈯ 午前9時30分〜午後3
時30分（最終入場は午後3時）

会場＝保健福祉館
※当日は午前9時から保健福祉館正面玄
関で整理券を配布します。くわしくは
ひこのり事務局（☎03-6740-7373）へ。

富里特別支援学校
　とみよう祭

日時＝11月14日㈯ 午前9時30分〜午後
2時30分

会場＝県立富里特別支援学校（富里市）
内容＝舞台発表（劇・VTR）、作業製品
頒布、作品展示、ゲーム、体験のア
トラクション、近隣施設の紹介

※くわしくは同校（☎92-2100）へ。

佐 原・成田大会
　第32回全国町並みゼミ

　佐原の重要伝統的建造物群保存地区と
成田山新勝寺の門前町をメインテーマに
「第32回全国町並みゼミ佐原・成田大会
（歴史的資源を生かしたまちづくり）」が
香取市と本市を会場に開催されます。
期日と内容
◦11月13日㈮…佐原会場で開会行事、
全体会、交流会
◦11月14日㈯…佐原会場・成田会場で
分科会、町並み見学
◦11月15日㈰…成田会場で全体会、閉
会行事

会場
◦成田会場…成田公民館ほか
◦佐原会場…香取市佐原文化会館ほか
参加費＝1人5,000円（学生は3,000円）
※くわしくは第32回全国町並みゼミ佐
原・成田大会実行委員会（☎0478-52-�
1000、第2月曜日を除く午前10時〜午
後5時）またはホームページ（http://w�
ww.sawara-machinami.com）へ。

さつき秋季展
　市役所ロビーで

期間＝11月9日㈪〜12日㈭
会場＝市役所1階ロビー
※くわしくは日本皐月協会成田支部・檜
垣さん（☎26-6978）へ。

ご当地グルメフェスタ
　地元の名店が集合

日時＝11月8日㈰ 午前10時〜午後4時
会場＝京成成田駅東口ロータリー広場
内容＝成田の物産展、ステージイベント、
農産物の無料配布

※くわしくは成田青年会議所（☎23-190�
0）へ。

MESSAGEBOARD

※�WECPNLとは、航空機騒音の特異性、継続
時間、昼夜の別なども加味したうるささの単
位。この数値は速報値です。くわしくは空港
対策課（☎20-1521）へ。

測定局 WECPNL 測定局 WECPNL 測定局 WECPNL
竜台 67.1 荒海 75.3 野毛平 74.7 
北羽鳥 70.8 幡谷 68.2 大室 70.1 
北羽鳥
北部 68.4 成毛 69.6 大室（NAA) 73.8 

長沼 70.3 飯岡 72.9 堀之内 71.2 
磯部 70.6 大生 73.6 馬場 69.4 
水掛 67.8 土室（県） 76.3 新田（NAA) 63.4 
新川 68.9 土室（NAA) 68.8 新田 67.5 
猿山 58.9 芦田 77.3 遠山 72.2 
滑川 66.6 荒海橋本 75.3 本三里塚 75.7 

西大須賀 68.8 野毛平
工業団地 72.9 御 料 牧 場

記念館 67.9 

四谷 67.9 赤荻 72.8 三里塚 85.7 
高倉 72.3 下金山 66.4 本城 68.9 

内宿 65.9 押畑 63.8 南三里塚 70.7 

映画会
視聴覚サービスセンター・☎ 27-2533
  ◇11月7日㈯・8日㈰＝「マダガスカル2」

　2008年・アメリカ・アニメ・吹替

◇11月14日㈯＝「ティンカー・ベル」

　2008年・アメリカ・アニメ・吹替

◇11月15日㈰＝「青い鳥」

　2006年・日本

◇11月22日㈰＝「おくりびと」

　2008年・日本

◆�入場は無料、上映は午後2時から。会場は
市立図書館2階視聴覚ホール

利用日時 駐車場所

13日㈮
27日㈮

14:10～14:30 長沼共同利用施設

14:50～15:10 長田共同利用施設

15:25～15:45 赤荻保育園

16:00～16:30 土屋公園

6日㈮
20日㈮

14:00～14:20 さぎ山第一街区公園（宗吾台）

14:40～15:00 並木町公民館

15:10～15:30 大久保台地区集会所

15:40～16:10 公津の杜公園

移動図書館巡回日程

※雨天などの場合は中止することがあります。
　くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。
今�月の図書館休館日＝2日㈪、9日㈪、16日㈪、

24日㈫、27日㈮（館内整理日）、30日㈪

※ 3日（火・祝）、23日（月・祝）は本館のみ開館

します（午前9時30分～午後5時）。

　図書館本館は火〜金曜日は午後7時（2階は
午後5時15分）まで、土・日曜日は午後5時ま
で開館しています。

平成21年9月分

航空機騒音測定結果

あなたも癒されに出掛けませんか
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M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

募集
大栄幼稚園

　平成22年度の入園児

入園資格
◦5歳児…平成16年4月2日〜17年4月1
日生まれ
◦4歳児…平成17年4月2日〜18年4月1
日生まれ

入園料・保育料など
◦入園料…4,000円
◦保育料…月額6,000円（8月は除く）
◦給食費…月額2,800円（8月は除く）
◦送迎バス代（希望者のみ。運行は大栄
地区と成井周辺）…月額2,500円

願書配布期間と場所＝11月9日㈪〜13
日㈮・大栄幼稚園、保育課（市役所2
階）、下総・大栄支所総務課

申込方法＝11月25日㈬〜12月1日㈫（土
・日曜日は除く）の午前9時〜午後4時
30分に大栄幼稚園へ（願書受け付け時
に面接を行いますので、お子さん同
伴で来てください）

体験入園（保護者同伴）
日時＝11月12日㈭、12月4日㈮、1月21
日㈭ 午前9時30分〜11時

対象＝平成22年度入園予定の人
申込方法＝前日までに大栄幼稚園（☎73-�
8005）へ
※体験入園に参加する人はお子さんの上
履きを持ってきてください。くわしく�
は同園へ。

出会いフォーラム
　地域活動インターンシップ

日時＝11月28日㈯ 午後2時〜4時
会場＝保健福祉館
内容＝団塊世代や高齢者の社会活動参加
を促すための、市内NPOやボランティ
ア団体による体験プログラムの紹介
と交流

定員と参加費＝20人（先着順）・無料
※申し込みは電話、FAX、Eメールのい
ずれかで住所・氏名・電話番号をNPO
法人地域創造ネットワークちば（☎
043-270-5601 FAX043-270-5602 E�
メールsouzounet@coast.ocn.ne.jp）へ。

国保小見川総合病院
　付属看護専門学校の学生

受験資格（見込みを含む）
①准看護師の免許を取得して3年以上業
務に従事している人
②准看護師で高校を卒業している人
試験日
◦推薦…11月25日㈬
◦一般…2月3日㈬
試験科目
◦推薦…面接・作文
◦一般…国語・作文・看護・面接
受付期間
◦推薦…11月10日㈫〜20日㈮
◦一般…1月12日㈫〜20日㈬
※くわしくは国保小見川総合病院付属看
護専門学校（☎0478-82-2831）また
は同ホームページ（http://www.omik�
an.ed.jp）へ。

青少年スキー教室
　プロのインストラクターが教える

期日＝12月26日㈯〜29日㈫（3泊4日）
集合時間と場所＝千葉市中央区新町ビル
（午前6時30分）、船橋市役所（午前7
時10分）、市川市役所（午前7時50分）

スキー場＝箕輪スキー場（猪苗代町）
宿舎＝ユースゲストハウスアトマ（福島
市）

対象＝小学3年生〜中学生
定員＝45人（先着順）
参加費＝39,500円（宿泊費・交通費など）
※プロのスキーインストラクターが4日
間指導します。申し込みは11月4日
㈬から千葉県ユースホステル協会（☎
043-252-7060）へ。

お知らせ
成田市プレミアム付商品券

　期限が迫っています

◦商品券を購入した人…使用期限は12月
20日㈰

◦登録事業者の人…換金期限は1月15日
㈮

※くわしくは成田市商店会連合会事務局
（成田商工会議所内・☎22-2101）へ。

成人式
　大人の仲間入り

日時＝1月11日（月・祝） 午前9時30分
受付開始

会場＝国際文化会館
対象＝平成元年4月2日〜2年4月1日に
生まれた人で、市内在住の人と市内
中学校を卒業した人
※市内在住者には12月初旬に案内状を
送付します。転出した人には案内状が
届きませんので生涯学習課へ連絡し
てください。くわしくは同課（☎20-�
1583）へ。

催し物
国際こども絵画交流展

　世界の夢がいっぱい

　第12回国際こども絵画交流展が次の
通り開催されています。
期間＝11月15日㈰まで
時間＝午前9時〜午後3時30分
会場＝成田山新勝寺大本堂第二講堂
※入場は無料です。くわしくは生涯学習
課（☎20-1583）へ。

美郷台地区会館サークルまつり
　趣味を探している人はぜひ

日時＝11月14日㈯・15日㈰ 午前10時30
分〜午後3時

会場＝美郷台地区会館
内容
◦展示…手芸・ちぎり絵・書道・フラ
ワーアレンジメント・絵画など
◦発表…大正琴・詩吟・フラダンス・ソ
シアルダンス・琉球踊り・お茶会など

※くわしくは美郷台地区会館（☎24-4352、
月曜日・11月3日（火・祝）は休館）へ。

再会を祝って記念撮影
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ウエイトトレーニング講習会
　肉体美を手に入れよう

日時＝11月5日㈭ 午後6時〜8時
会場＝フィットネスハウス・アリーナ
（中台体育館）

対象＝16歳以上の人
定員＝20人（先着順）
参加費＝市内210円（学生は150円）、市
外320円（学生は230円）
※申し込みはフィットネスハウス・ア
リーナ（☎26-7251）へ。

I Tリーダー育成講習会（後期）
　便利機能を学んでスキルアップ

期日とメニュー（各講座全2回）
①11月28日㈯・29日㈰…アクセス講座
②12月19日㈯・20日㈰…アクセス講座
③1月16日㈯・17日㈰…VBA講座
④1月30日㈯・31日㈰…VBA講座
時間＝午前9時〜午後4時（2日目は午前9
時20分から）

会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容と対象
◦アクセス講座…大量のデータ管理がで
きるデータソフトを学ぶ・20歳以上
でエクセルの書式設定と表示形式を
理解している人

◦VBA講座…エクセルでデータ処理を
自動化するプログラムを組む・20歳
以上でエクセルを使いこなしている人

定員＝各20人（応募者多数は市民優先で
抽選）

参加費＝2,000円（テキスト代）
申込方法＝11月17日㈫（必着）までに、
はがきまたはFAXで住所・氏名（フ
リガナ）・年齢・電話番号・希望日程
の番号（複数は優先順位を付けて）を
生涯学習課（〒286-8585 花崎町760 
FAX22-4494）へ
※くわしくは同課（☎20-1583）へ。

男女共同参画セミナー
　一人一人が輝くために

日時＝11月17日㈫ 午後1時30分〜3時
会場＝市役所6階中会議室
テーマ＝男女共同参画社会─裁判に見る
家族関係、その戸惑いと展望

講師＝清田乃り子さん（弁護士）
定員＝40人（先着順）
申込方法＝11月6日㈮（必着）までに電話、
FAX、はがき、Eメールのいずれかで、
氏名・住所・電話番号を企画政策課（☎
20-1500 FAX24-1006 〒286-8585 
花崎町760 Eメールkikaku@city.narita.
chiba.jp）へ
※参加費は無料です。託児室（2〜6歳）の
利用を希望する人は11月6日㈮までに
申し出てください。くわしくは同課へ。

デジタルカメラ講習会
　撮影と編集を学ぶ

日時＝11月28日㈯ 午前10時〜午後4時
会場＝市立図書館2階視聴覚製作室
対象＝市内在住の人
定員＝10人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは11月10日㈫〜15日㈰に視聴
覚サービスセンター（☎27-2533）へ。

クリスマス・ケーキ作り教室
　今年はお手製で

日時＝12月5日㈯ 午後1時30分〜4時30
分

会場＝遠山公民館調理室
対象＝小学5年生以上
定員＝15人（先着順）
参加費＝800円程度（材料費）
※申し込みは午前9時〜午後5時に遠山公
民館（☎35-0600、月曜日・祝日は休
館）へ。

早朝卸売市場見学
　市民の台所をのぞきませんか

日時＝11月13日㈮ 午前5時〜6時30分
会場＝市公設地方卸売市場
内容＝マグロの競り、水産棟・青果棟・
関連食材棟内の見学

定員＝15人（応募者多数は抽選）
※参加費は無料です。申し込みは11月9
日㈪までに卸売市場（☎23-0021）へ。

普通救命講習会
　心肺蘇生法を学ぼう

日時＝11月29日㈰ 午前9時15分〜午後
0時15分

会場＝中央公民館
内容＝心肺蘇

そ

生
せい

法、AED（自動体外式除
細動器）の操作方法など

対象＝市内在住・在勤で中学生以上の人
定員＝40人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
※申し込みは11月20日㈮までに消防本
部警防課（☎20-1592）へ。

消費生活専門講座
　食品の知識などを学ぶ

日時＝11月21日㈯・22日㈰、12月5日
㈯・6日㈰・19日㈯・20日㈰、1月16
日㈯・17日㈰・30日㈯・31日㈰（全
10回） 午前10時〜午後4時

会場＝成田U-シティホテル（囲護台）
内容＝消費生活に関する法令、製品・食
品の知識などを学ぶ

定員＝20人（応募者多数は抽選）
※参加費は無料です。申し込みは11月
6日㈮までに全国消費生活相談員協会
（☎03-3448-9736）へ。

北総中央用水土地改良区
　平成22年度採用試験

職種と募集人員＝一般事務職・若干名
受験資格＝昭和63年4月2日〜平成4年4
月1日に生まれた人

試験日時＝12月5日㈯ 午前10時から　
試験会場＝八街市中央公民館
受付期間＝11月9日㈪〜20日㈮ （土・日
曜日、祝日を除く）

申込書配布開始日と場所＝11月2日㈪・
北総中央用水土地改良区（八街市）

※くわしくは同土地改良区（☎043-444-�
5717）へ。

MESSAGEBOARD

力を込めて持ち上げます

11月8日・22日
午前8時30分〜午後5時15分

開庁日日曜

市民課、保険年金課、市民税課、資
産税課、納税課、子育て支援課で一
部の業務を行っています
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募集
姉妹都市サンブルーノ

　アメリカでホームステイを

派遣期間＝3月24日㈬〜31日㈬
派遣先＝アメリカ・サンブルーノ市ほか
対象＝市内に住む中学2年生で、来年
7月上旬にサンブルーノ市中学生の
ホームステイ（2人を5泊程度）の受け
入れが可能な人

定員＝10人程度（選考）
参加費＝90,000円程度
申込方法＝11月27日㈮までに市国際交�
流協会事務局（広報課内）にある申込�
用紙に必要事項を書いて同事務局（〒�
286-8585 花崎町760 市役所3階）へ

※1月9日㈯に選考会を行います。くわし
くは同事務局（☎23-3231）へ。

ベ ビーマッサージ教室
　お母さんと一緒に

日時＝12月1日・8日・15日・22日の火
曜日（全4回） 午前10時30分〜正午

会場＝八生公民館
内容＝リラックスを目的に母と子のマッ
サージを学ぶ

対象と定員＝赤ちゃん（平成21年2月〜8
月生まれで、歩く前の子）とお母さん・
15組（応募者多数は抽選、兄弟の参加
は不可）

参加費＝500円（ベビーオイル代）
持ち物＝飲み物（親子分）、厚手のバスタ
オル、ビニール袋、鏡（置き型）

※申し込みは11月12日㈭（当日消印有効）
までに、はがきに親子の氏名・住所・
電話番号・子の生年月日を書いて八生
公民館（〒286-0846 松崎317）へ。く
わしくは同館（☎27-1533、月曜日・
祝日は休館）へ。

図書館のおはなし会
　みんなおいでよ！

0・1歳のおはなし会
日時＝11月13日㈮ 午前11時〜11時30
分

会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・1歳児と保護者
定員＝12組（初めての人を優先に先着
順）

申込方法＝午前9時30分〜午後7時（土・
日曜日は午後5時）に市立図書館（☎
27-4646）へ

2・3歳のおはなし会
日時＝11月13日㈮ 午前10時15分〜10
時45分

会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝2・3歳児と保護者
定員＝15組（先着順）
土曜日のおはなし会
日時＝毎週土曜日 午後2時〜2時30分
会場＝市立図書館1階おはなし室
内容＝絵本の読み聞かせ（第3土曜日は
昔話などの語り）

対象＝4歳〜小学生（第3土曜日は5歳〜
小学生）
※いずれも参加費は無料です。「2・3歳の
おはなし会」と「土曜日のおはなし会」
の参加を希望する人は当日直接会場
へ。くわしくは市立図書館（☎27-46�
46）へ。

ニュータウン内の古墳を歩く
　身近な歴史に触れよう

日時＝11月20日㈮・27日㈮（全2回） 午
後1時〜4時

集合場所
◦20日…中央公民館
◦27日…玉造公民館
内容＝ニュータウン内の古墳を歩いて見
学（約4km）

対象＝市内在住の成人
定員＝15人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝11月12日㈭（当日消印有効）
までに、はがきに住所・氏名・電話番
号を書いて中央公民館（〒286-0017
赤坂1-1-3）へ
※くわしくは同館（☎27-5911、第1月
曜日・祝日は休館）へ。

2009CTU デュアスロン
　フレンドリーパーク下総で

日時＝11月23日（月・祝） 午前9時から
会場＝下総運動公園内サイクルロード
対象と競技種目
◦キッズ低学年（小学1・2年生）、キッ
ズ中学年（小学3・4年生）、キッズ高
学年（小学5・6年生）…第1ラン1㎞〜
バイク3㎞〜第2ラン1㎞
◦ジュニア（中学生）…第1ラン1.5㎞〜
バイク10.5㎞〜第2ラン1.5㎞
◦一般B（初心者）…第1ラン1.5㎞〜バイ
ク10.5㎞〜第2ラン1.5㎞
◦一般A（上級者）…第1ラン3㎞〜バイク
21㎞〜第2ラン3㎞

参加費＝小学生2,000円、中学生・一般
3,000円
※くわしくはCTUデュアスロン大会事
務局（☎090-3213-6535 Eメールpi7�
m-ktu@asahi-net.or.jp）へ。

クリスタルコラージュ教室
　ガラスで絵を描く

日時＝11月19日、12月3日・17日、1月�
7日・21日の木曜日（全5回） 午前9時
30分〜11時30分

会場＝久住公民館
内容＝さまざまな色のガラスを切って貼
り付け、模様や絵を描く

対象と定員＝成人・15人（先着順）
参加費＝5,500円（材料費）
※申し込みは午前9時〜午後5時に久住
公民館（☎36-1646、月曜日・祝日は
休館）へ。

アドベントカレンダーを作ろう
　クリスマスまでカウントダウン

　1日に1個ずつキャンディーを食べて
カウントダウン。楽しくておいしいアド
ベントカレンダーを作りませんか。
日時＝11月29日㈰ 午前10時〜正午
会場＝子ども館1階ふれあいひろば
対象＝小中学生
定員＝20人（先着順）
参加費＝100円（材料費）
持ち物＝ホチキス、1個ずつ包装してあ
るあめなどのお菓子24個

※申し込みは子ども館（☎20-6300、月
曜日・祝日・第3日曜日は休館）へ。

M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

ホームステイ先の中学生と一緒に
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HEALTH AND WELFARE

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相
談なども受け付けしています。
　相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象 
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3〜90カ月（7歳6カ月）未満の乳幼児が対象
　期日＝11月6日㈮・9日㈪・16日㈪　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※16日㈪の会場は大栄分館（予約制）。問診票と母子健康手帳を持ってきてください。

ボンベルタ成田店

サウンドハウス・スポーツセンター
（中台運動公園）

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～

午後11時
外科
歯科 日曜日・祝日 午前10時～

午後5時
※ 来診前に症状を連絡してください。健

康保険証を忘れずに。電話のかけ間違
いに注意してください。

日曜祝日診療機関

毎週火〜日曜日の午前9時〜午後4時30分、子ども館と三里塚コミュニティセンターの一部を親子に
開放し、そのほかに下記行事を実施しています。くわしくは子育て支援課（☎20-1538）、子ども館（☎
20-6300）または三里塚コミュニティセンター（☎40-4880）へ。

☎27-1116 赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所

■子育てひろばは次の会場でも開設しています。会場＝中央公民館・遠山公民館　日時＝11月7日㈯・21日㈯  午前10時〜正午

みんなおいでよ！

なかよしひろば
会場

行事名 子ども館 三里塚コミュニティセンター 対象 時間

親子であそぼう会
11月 4日㈬…パネルシアター
11月18日㈬…宝探しゲーム

11月 5日㈭…手袋シアター
11月19日㈭…マラカス製作 市内に住んでい

る乳幼児と保護
者

午前10時30分～11時

読み聞かせ 11月11日㈬・25日㈬ 11月12日㈭・26日㈭ 午前11時～11時30分

身体測定 11月20日㈮ 11月13日㈮ 午前10時30分～11時30分

子育てひろば 11月14日㈯・28日㈯ － 午前10時～正午

　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科

（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック

（日曜日の午前中・吉岡・☎49-0533）

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人 成人検診・女性の検診
健康相談 11月10日㈫ 午後1時15分〜1時45分 医師・保健師・栄養士
歯の健康相談 11月 4日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
11月11日㈬

午後1時30分〜3時
精神科医師・保健師

11月18日㈬ カウンセラー・保健師
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 11月30日㈪

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成21年 7月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 11月27日㈮ 平成21年 1月生まれ
1歳6カ月児健診 11月 5日㈭ 平成20年 4月生まれ
3歳児健診 11月26日㈭ 平成18年 5月生まれ
2歳児歯科健診 11月12日㈭ 午後1時〜1時30分 平成19年 4月生まれ
こころの発達相談（予約制） 12月10日㈭ 午後1時30分〜4時 心理発達に心配のある乳幼児

期日と会場

11月	 6日㈮	 市役所（成）
11月	13日㈮	 保健福祉館（成）
11月	16日㈪	 保健福祉館（成）
11月	18日㈬	 保健福祉館（乳・骨）
11月	19日㈭	 保健福祉館（乳・骨・子）
11月	21日㈯	 保健福祉館（成）
11月	24日㈫	 保健福祉館（乳・骨・子）
※�11月24日㈫の乳がん検診はマンモグラフィのみ。

献血にご協力ください

【イオンモール成田】
日�時＝11月14日㈯ 午前10時
〜11時45分、午後1時〜4時

※�都合により変更になる場合が
あります。くわしくは千葉県
赤十字血液センター献血推
進課（☎043-241-8332）へ。

成…成人検診、乳…乳がん検診
骨…骨密度検診、子…子宮がん検診（ ）
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みんなの栄養教室
中高年のための健康クッキング

日時＝12月4日㈮・9日㈬・22日㈫、1
月29日㈮、2月9日㈫・26日㈮（全6回） 
午前9時30分〜午後2時ごろ

会場＝保健福祉館
定員と参加費＝男女各15人（先着順、昨
年までの「みんなの栄養教室」「ライフ
スタイル向上セミナー」の参加者は除
く）・600円（調理実習費・全6回分）

※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。

きっずプログラム
子育てのストレス解消に
　小さなお子さんやお母さんたちが、音
楽を楽しみながら気軽に交流できるよう
ボランティアセンターで開催されている
「きっずプログラム」。今回は、精神科の
女性医師も同席します。子育ての疑問や
悩みなどを語り合ってみませんか。
日時＝11月12日㈭ 午前10時30分〜11
時30分

会場＝保健福祉館
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

手話学習会と手話サロン
中途失聴者・難聴者のために

対象＝中途失聴者・難聴者のほか、どな
たでも

手話学習会
期日と会場＝11月7日㈯・佐倉市中央公
民館、11月15日㈰・四街道市総合福
祉センター

時間＝午後1時30分〜4時
参加費＝無料（初めての人はテキスト代
として1,000円）

手話サロン
期日と会場＝11月20日㈮・酒々井町社
会福祉協議会

時間＝午後1時30分〜4時
参加費＝500円（協会員は無料）
※要約筆記とOHPのサポートがありま
す。申し込みは千葉県中途失聴者・
難聴者協会印旛香取事務所・板倉さ
ん（☎/FAX043-444-0298）へ。

児童扶養手当
母子家庭などに支給します
　次の要件に当てはまる子ども（18歳に
なった日以降の3月31日まで）を監護して
いる母、または母に代わって養育してい
る人に児童扶養手当を支給しています。
◦父母が離婚
◦父が死亡
◦父が重度の障がい（国民年金の障害1
級程度）で父の公的年金の加算対象に
なっていない
◦父が行方不明などで生死が不明
◦父から引き続き1年以上遺棄
◦父が法令により引き続き1年以上拘禁
◦母が未婚
◦父母ともに不明
　ただし、所得制限を超えている場合や
公的年金を受けられる場合、また平成
15年4月1日の時点で支給要件に該当し
た日から5年を経過している場合など、
手当を受けられない場合もあります。
※くわしくは子育て支援課（☎20-1538）�
へ。

在宅介護者の集い
冬の介護食に一工夫
　体を温める食材を使った介護食の作り
方を学び、本格化する冬の寒さに備えま
しょう。
日時＝12月2日㈬ 午前10時〜午後1時
会場＝保健福祉館栄養実習室
対象＝市内在住で在宅介護をしている人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝500円（材料費）
持ち物＝エプロン、三角巾
※申し込みは11月25日㈬までに社会福
祉協議会（☎27-7755）へ。

市内の保育園
来年4月の入園申請を受け付け
　市内保育園の来年4月の入園申請を受
け付けます。5月以降の入園は、希望す
る月の前月に保育課または各保育園で受
け付けます。
入園基準＝市内在住で、保護者が仕事や
病気などにより乳幼児を保育できな
い場合（保護者以外の同居親族などが
保育できる場合を除く）

申請書配布場所＝保育課（市役所2階）、
下総・大栄支所市民福祉課、各保育
園

受付日時と場所＝1月6日㈬・7日㈭・
10日㈰ 午前9時〜11時30分、午後
1時30分〜4時・市役所6階大会議室
（10日は保健福祉館。都合の悪い人は
1月8日㈮ 午後1時30分〜4時に各保
育園で受け付けます）
※申請に必要な書類をそろえて、できる
だけ1月6日㈬・7日㈭に申請してくだ
さい。市外の保育園に入園を希望す
る人は11月20日㈮までに保育課（☎
20-1607）に連絡してください。くわ
しくは同課へ。

HEALTH AND WELFARE

福祉と健康

 市立保育園
保育園名 住  所 電話番号
長沼 長沼 495-3 37-0005
松崎 松崎 2163-1 26-8282
橋賀台 橋賀台 2-23-1 28-0676
赤荻 赤荻 1042 24-0752
中台 中台 3-5 27-9023
吾妻 吾妻 2-7 27-5773
新山 加良部 4-24 28-2527
玉造 玉造 3-3 26-8889
中台第二 中台 1-5 29-6676
小御門 名古屋 1144-1 96-2362
高岡 大和田 156 96-0042
大栄 一坪田 406-1 73-3000
 私立保育園
保育園名 住  所 電話番号
成田 寺台 560 22-0856
つのぶえ 上町 711-4 22-0867
大室 大室 766-2 36-0749
宗吾 宗吾 2-276 26-2472
三里塚第一 三里塚 141 35-0165
三里塚第二 三里塚 263-15 35-0081
公津の杜 公津の杜 2-24-1 29-6551
月かげ 西大須賀 1872-4 96-0531

31 広報なりた 2009.11.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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人　口　 125,944人 （+118）
　男　　　63,720人 （+119）
　女　　　62,224人 （－ 1）
世帯数　　53,366世帯 （+102）

市の人口 9月末日現在（　）内は前月比 成田市役所本庁舎（行
政棟、議会棟、消防
本部、成田消防署）は
ISO14001の 認 証 登
録を受けています。
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丹精込めた農産物がズラリ（産業まつり）

成田市のホームページ

 編 集 後 記

　かつて成宗電車が結んでいた路線の「西の端」であった宗吾停
留所。特集に登場いただいた宗吾在住の出山さんから電車が走っ
ていた当時の様子（右図）を伺い、現在との変わりように驚かさ
れました。また、成宗電車の取材を進める中で、同様に失われ
つつある痕跡が数多くあることを知りました。そんな中、表紙
にも掲載されている「箱館ハイカラ號」を取材するため、北海道
函館市へ。計らずも現地に滞在中、民間のシンクタンクが発
表した調査結果で函館市が「魅力的な街」の第1位に輝いたとの
ニュースを耳にしました。その魅力的な北の地で、観光の象徴
として、そして地元の人たちの足として今も走り続けている成
田出身の古い車体に、エールを送らずにはいられません。

21・22

WC
のんきや 新谷売店

吉岡
売店

宗吾
変電所

稲葉
売店かわち屋

みはし亭

門前通り

君待屋

宗吾郵便局

←成田

←宗吾霊堂 酒々井→

宗吾駅入り口

正月
（谷田部さん）

かたつけや
（吉岡さん）

出山さんの協力により再現した宗吾停留所周辺

	1 	 2 	 3 	 4 	 5 	 6 	 7 	 	

	8 	 9 10	 11	 12	 13	 14	 	

	15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	 	

	22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	 	

	29	 30	

月 火 水 木 金 土日

月 火 水 木 金 土日

月 火 水 木 金 土日

月 火 水 木 金 土日

月日

歯の健康相談（P30）
親子であそぼう会

（P30）

ウエイトトレーニン
グ講習会（P28）

ポリオの予防接種
（P30）

土曜日のおはなし会
（P29）
ひこうきにのったサ
ンタクロース（P26）

こころの健康相談
（P30）
読み聞かせ（P30）

きっずプログラム
（P31）

第32回全国町並み
ゼミ（P26）
早朝卸売市場見学

（P28）

美郷台地区会館サー
クルまつり（P27）
成田山公園紅葉まつ
り（P26）
献血（P30）

日曜開庁日（P28）
防火フェスタ（P14）
ご当地グルメフェ
スタ（P26）

水道水の排水作業
（P21）
さつき秋季展（P26）
ポリオの予防接種

（P30）

健康相談（P30）

成田市表彰式（午前
10時30分・国際 文
化会館）

クルスタルコラー
ジュ教室（P29）
リサイクル製品の販
売（22日まで/午前9
時・リサイクルプラ
ザ）

ニュータウン内の古
墳を歩く（P29）
年末調整の説明会

（P21）

産業まつり（22日も
/午前9時30分・国際
文化会館）
消費生活専門講座

（P28）

伊能歌舞伎定期公演
（午前10時・大栄公
民館）
狩猟解禁期間（2月15
日まで）

ポリオの予防接種
（P30）

男女共同参画セミ
ナー（P28）

　 　 定例市議会開会 デジタルカメラ講習
会（P28）
ミラフォレスタ2009
点灯式（午後6時・公
津の杜駅）

日曜開庁日（P28）
日本一のいも掘り広
場（午前9時30分・大
栄幼稚園隣）

大栄ふるさとふれ
あいまつり（午前10
時・日本自動車大学
校グラウンド）

 

アドベントカレンダー
を作ろう（P29）
普通救命講習会（P28）
秋の歴史講演会（P26）

　

小雪 　勤労感謝の日

＊日曜開庁は一部の業務のみ

 　

  

　

秋の観光キャンペー
ンin坂田ケ池（午前
10時・坂田ケ池総
合公園キャンプ場）

文化の日

　

　

　

公民館まつり（2日
まで/中央公民館）
成 田POPラ ン 大 会

（プレイテックスタ
ジアム）

立冬


